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民間企業等で開発された技術の活用の効果等の評価を行います 

～ 新技術活用評価会議を開催 ～ 

  

概    要 

 

 

 

 

 

 

民間企業等で開発され、ＮＥＴＩＳに登録された新技術を大学、産業界、研究機関、行

政の委員からなる新技術活用評価会議で、技術の成立性や技術特性、活用の効果の評価を

行います。 

評価の結果、活用の効果が優れていた技術は、有用な新技術(活用促進技術等)に指定さ

れます｡有用な新技術は、NETIS ホームページで公表される上、施工者希望型での活用によ

り工事成績評定へ加点されるなど、現場での普及がより一層促進されます。 

【評価会議の日時】 

平成３０年９月２７日（木）１３:３０～ 

【評価会議の場所】 

大阪合同庁舎１号館  新館３階A会議室 

【会議のポイント】 

○活用効果評価は、１０技術です。 

○テーマ設定型の進捗報告は１テーマです。 

○評価委員は、産・学・官の２６名です。 

座長：建山 立命館大学教授 

【取材について】 

○会議は非公開とします。 

○冒頭あいさつまでは撮影していただけます。 

会議１０分前までに会場にお越し下さい。 

○取材については、会議後、事務局に問合せをお願いします。 

  

取  扱 い               

  

配 布 場 所 近畿建設記者クラブ 

大手前記者クラブ 

  

問 合 せ 先 

 

 

 

 

国土交通省 近畿地方整備局 

TEL：06-6942-1141（代表）06-6920-6023（直通） 

FAX：06-6942-4439 

企画部 施工企画課   課    長   久野 啓嗣（ひさの けいじ） 

企画部 施工企画課   課長補佐   味田 悟 （みた さとる） 

 

 



日時：平成３０年９月２７日（木）
　　　　　１３：３０～
会場：大阪合同庁舎第1号館
　　　　新館３F A会議室

1 開　　会

2 座長挨拶

3 議　　題

（１） 平成30年度 第１回 評価会議議事要旨

（２） 新技術活用システム運営状況

（３） 各技術の評価について

 ① リパッシブ工法 KT-120108

② HQハイブレンAU工法 KT-140098

        ①森のタロー(製品)③ 金属溶射の塗装工程省力化工法(SIC工法) TH-140010

        ②N-SSI工法(工法) ④ 3D-TUBE SK-120005

        ③トンネル天端部用ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ装置(機械) ⑤
設計図面上に橋梁三次元モデルを作成するシステ
ム「Click3D」

KT-140116

        ④錆転換型防食塗装エポガードシステム(材料)⑥ 浸透性吸水防止材「レジソークType1」 CG-120004

        ⑤太平洋ハイジェクター(Premix-AD)(材料)⑦ FRP検査路 CB-120033

⑧ VMAXシステムを用いたパネル式吊り棚足場 HK-130009

⑨ ピタリングライン(仮設可搬式ライン材) TH-140002

⑩ EMセンサー CG-140020

（４） テーマ設定型（技術公募）

① 透光性遮音板について

4.　そ の 他

5.　閉　　会

議　事　次　第

近　畿　地　方　整　備　局

平成３０年度 第２回新技術活用評価会議


